
事 業 評 価 表

作成日：平成21年05月07日事業CD. 0110505 - 04000

事 業 名 文化財保護事業

細事業名

関連法令・条例等 文化財保護法、南丹市文化財保護条例

事業分類： (Ｂ) ソフト事業

事 業 運 営 方 法 直 営 一 部 委 託 全 部 委 託 補 助 等

委 託 先

民間 外郭団体 ＮＰＯ 教育機関 自治会・地縁団体

その他 （
）

（平成 年度迄）

所 管 部 署 名 等

教 育 委 員 会

社 会 教 育 課

辻担当：251

京 都 府 南 丹 市

政策体系CD：

新規事業 時限事業

事業区分

（平成20年度実施事業）

【 事 業 の 概 要 】

①施策で目指す目標との関連付け

　　資料の調査を実施することにより、市内にある文化財の基礎資料を得るとともに、将来の

　文化の向上・発展の基礎づくりを行う。また、普及啓発を進めることにより、市民にとって

　より身近な文化財を体感できるようにする。

 

②事業を実施する必要性

　　指定されるなど保護対象となっている文化財については、説明板を修理するなど普及・啓

　発活動を進める。未指定の文化財、特に建造物や樹木などの有形のもので未指定のものにつ

　いては、普遍的ともいえる形で市のあちらこちらに存在するものであり、その反面、歴史的

　価値のあるものに対しては、資料的価値を与えることをしなければ、消滅してしまう可能性

　が非常に高く、早急な対応が急がれる。

③未実施事事項

　　調査報告等文章の執筆業務については、年度内にできなかった項目があり、次年度以降早

　めの調整が必要である。

④他にも効果が見込める施策があるか

　　第1章３　生涯にわたって学び、活かす機会をつくる

　　＝　博物館、公民館などが実施する見学会や講演会などの構想の助けとなる資料の提示が

　　できる。また、共同で企画することができる。

【 前年度の評価を受けて改善した点等 】

　未指定の民俗文化財の現況把握作業を始める。

【 事  業  費  の  推  移 】

【 主 な 支 出 の 内 訳 】

現地調査業務等　　　　200千円（報酬費）

文化財説明板設置業務　323千円（需用費）

建造物調査　　　　　　500千円（委託料）
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【 近隣市町村の取り組み状況 】

　亀岡市では市史の取り組みとして調査研究事業を実施、市史については既に刊行済み

【 所 属 長 総 括 評 価 】

①有効性・効率性を向上させるため、担当職員と議論を重ねた点

　文化財審議委員の積極的な活動の推進

②当該事業のアピール事項

　将来の文化向上・発展の基礎づくりを積極的に進めることにより資料の蓄積が進められ、市

史編さん時等、活用を欲する時に大きく寄与することができる。

③反省点、今後の展開・方向性等

　過疎地域などでは祭礼が後継者不足から消滅の危機に陥っている現況があり、早急に調査を

進めていく必要

単位 平18決算 平19決算 平20決算 平21予算 平22計画
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所管部局 教育委員会

活動日または時期

1月23日～28日

●樹木現況把握作業

場所：八木町内、日吉町内

・八木町、日吉町内にある古木、巨木の現況把握作業

・樹種の確認等

●建造物現地調査

場所：春日神社、一原神社

・春日神社拝殿竣工後の現況確認

・一原神社拝殿建替に伴なう記録作成

参加者19名、指導者5名第1回　5月26日(増水の

為水中調査不可）

第2回　10月12日

1月～3月 建築まちなみ研究会に業務委託

矢ヶ崎文化財審議委員

○月○日、2月19日、3月

16日

平成21年3月8日

●美術工芸品現地調査

場所：○寺、一原神社

・○寺仏像現況確認調査

・一原神社拝殿絵馬調査

・小牧山観音堂仏像調査等

●民俗文化財現地調査

場所：都々古別神社

・大護摩神事現況把握調査

●天然記念物アユモドキ生態確認調査

場所：八木町上桂川統合堰下流

・タモ網、仕掛け、投げ網等による調査を実施

・アユモドキは未確認ながら27種の淡水魚を確認

文化財保護事業

活動結果

関西外国語大学原田准教授

辻健二郎

●建造物（民家）調査

場所：八木町神吉

・民家の構造把握並びに平面図・立面図・断面図の実測

・報告書の作成

2月～3月

8月18日、12月11日、2月

13日

京都造形芸術大学高梨准教授

福島文化財審議委員

事　業　活　動　記　録

事業ＣＤ．

政策体系ＣＤ

活動内容

社会教育課

110505-04000

消防署の指導により、防火訓練、

防火査察、消防設備点検の実施

永井規男（南丹市伝建審議委員）

佐藤大規（広島大学）

福島孝行（京都府文化財保護課）

4月～3月

●文化財防火デーに係る防火訓練と施設点検

場所：園部・八木・日吉・美山の各対象文化財

・防火訓練、防火査察、消防設備点検

●文化財調査報告

内容：文化財関係の資料報告

・美山町北土蔵修理報告（永井）

・園部藩上屋敷表御殿復原図面作成（佐藤）

・南丹波の古墳時代土師器文章作成（福島）


